
 

 
 
   

 
 
四半期決算補足説明資料作成の有無 ： 有 
四半期決算説明会開催の有無    ： 無 
  

 

   

 

 
(注) 包括利益 26年2月期第１四半期 4,788百万円（△76.7％） 25年2月期第１四半期 20,510 百万円（－％） 

  

 
(注) 営業収益は、連結損益計算書の「売上高」と「営業収入」を合計して記載しております。 

  

   

 
 
  

  

 
(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無 

  

 

 
(注) 1.直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無 

2.当社は平成25年5月16日開催の定時株主総会において、決算期（事業年度の末日）の変更を行うことを決議い

たしました。 
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1. 平成26年2月期第１四半期の連結業績（平成25年2月21日～平成25年5月20日）

 (1) 連結経営成績(累計)

(％表示は、対前年同四半期増減率)

営業収益 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

26年2月期第１四半期 246,382 △2.2 6,854 △29.8 6,517 △31.4 2,392 △88.4

25年2月期第１四半期 252,011 △2.8 9,767 7.1 9,506 9.9 20,647 ―

１株当たり 
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり 
四半期純利益

円 銭 円 銭

26年2月期第１四半期 10 27 ―

25年2月期第１四半期 104 53 ―

 (2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

26年2月期第１四半期 859,364 306,033 34.5

25年2月期 832,321 304,354 35.4

(参考) 自己資本 26年2月期第１四半期 296,639百万円 25年2月期 294,731百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

25年2月期 ― 11 00 ― 13 00 24 00

26年2月期 ―

26年2月期(予想) 12 00 ― 12 00 24 00

3. 平成26年2月期の連結業績予想（平成25年2月21日～平成26年2月28日）
(％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率)

営業収益 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第２四半期(累計) 506,300 △1.3 18,900 △9.1 18,300 △9.3 8,800 △66.2 37 76

通期 1,029,800 － 36,400 － 35,000 － 16,700 － 71 66



  
※注記事項 

（1）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）：有 

 新規１社（社名）ユニー株式会社、除外－社（社名） 

 (注)詳細は、4ページ「２．サマリー情報（注記事項）に関する事項（1）」をご覧下さい。 

（2）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  ：無 

（3）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

 
(注）詳細は、4ページ「２．サマリー情報（注記事項）に関する事項（3）」をご覧ください。 

（4）発行済株式数（普通株式） 

 
  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

・この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算

短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく四半期連結財務諸表のレビュー手続は終了していま

せん。 

  

・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的

であると判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性が

あります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、四半

期決算短信（添付資料）3ページ「(3)連結業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 

 ① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ：有

 ② ①以外の会計方針の変更 ：無

 ③ 会計上の見積りの変更 ：有

 ④ 修正再表示 ：無

 

 ① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 26年2月期1Ｑ 234,100,821株 25年2月期 234,100,821株

 ② 期末自己株式数 26年2月期1Ｑ 1,043,939株 25年2月期 1,043,598株

 ③ 期中平均株式数（四半期累計） 26年2月期1Ｑ 233,057,053株 25年2月期1Ｑ 197,535,599株

※ 四半期レビュー手続の実施状況に関する表示

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
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当第１四半期におけるわが国経済は、新政権による金融緩和をはじめとした経済政策により円安・株
高が進み、景気回復への明るい兆しが見え始めておりますが、欧州債務問題や新興国の経済停滞など、
依然として不透明な状況で推移しております。 
 当社グループが属する小売業界におきましても、株価上昇や景気回復への期待感による消費意欲の高
まりは見られましたが、雇用環境や個人の所得は低迷したままであり、個人消費全般を押し上げるまで
には至りませんでした。また、消費税増税等への先行き不安、加えて同業他社や他業態との競争激化な
ど、小売業を取り巻く環境は引き続き厳しい状況が続くものと思われます。  
 一方、当社グループは、当年２月２１日に総合小売業とコンビニエンスストア事業を中心としたグル
ープ体制の強化及びグループ全体の企業価値の最大化を図るため、純粋持株会社体制に移行しました。
純粋持株会社設立の目的である「グループシナジーの最大化」「グループの方向性の明確化」「グルー
プ経営資源の最適配分」を実現することにより、グループ企業価値の益々の向上に努めております。 
 このような状況のもと、当連結会計年度のグループ連結業績は、営業収益（売上高と営業収入の合
計）２,４６３億８２百万円（前年同期比２.２％減）、営業利益６８億５４百万円（前年同期比２９.
８％減）、経常利益６５億１７百万円（前年同期比３１.４％減）となりました。前年同期に特別利益
として㈱サークルＫサンクスの公開買付け等による負ののれん発生益１６４億７１百万円を計上したこ
と等もあり、四半期純利益は２３億９２百万円（前年同期比８８.４％減）となりました。 

  
（セグメント別の業績の動向） 
＜総合小売業＞ 
 総合小売業は営業収益１，８９８億８百万円（前年同期比１．１％減）、営業利益３２億４２百万円
（前年同期比１７．６％減）となりました。 
 ユニー㈱においては、当年２月２１日の会社分割により当社の総合小売業等の事業部門を承継してお
ります。ユニーグループの事業会社の一員として、今後ともシナジー効果の最大化を目指し、「お客様
のより良い生活実現のために奉仕する」ことをお客様に対する変わることのない理念としております。
また、企業ビジョンの「新生活創造小売業」の実現に向け、各出店地域においてお客様から信頼される
小売業を目指して、さまざまな取り組みを展開していきます。 
 各業態については、ＧＭＳ（総合小売業）業態のアピタは、『日常生活向上店』として、生活解決、
生活提案に力を入れて、時代の先端のポケットのような店舗を創ることを目標としています。ＳＭ（ス
ーパーマーケット）業態のピアゴは、『日常生活便利店』として、生活コスト引き下げに力を入れて、
毎日楽しくお買物ができる、身近で心地の良い店舗を目標としています。 
 営業企画としては、ユニーグループ・ホールディングス誕生記念企画として、総額２億円をお客様へ
還元する『プレミアムお買物券付ユニーグループ商品券』の販売や『総額１０００万円相当！夢の純金
プレゼント』を実施しました。今後も年間を通してユニーグループ・ホールディングス誕生をテーマと
した、さまざまなセール企画を展開していきます。 
 既設店売上高につきましては、衣料・住居関連が気温低下の影響などにより伸び悩みましたが、食品
が「ＳｔｙｌｅＯＮＥ」をはじめとするＰＢ商品の拡販及びＵＣＳカード会員対象企画の販促策の寄与
などにより好調に推移した結果、前年並み（衣料１．４％減、住居関連１．１％減、食品０．５％増）
となりました。 
 当セグメントの営業費用は、「ローコスト経営」の継続による人件費や施設維持費の減少などによ
り、１，８６５億６５百万円（前年同期比０．８％減）となりました。 
 ユニー㈱の当四半期末店舗数は開店１店舗により２２８店舗、ユニー香港は３店舗、㈱９９イチバは
出店５店舗により７０店舗となりました。 

  
＜コンビニエンスストア＞ 
 コンビニエンスストアは営業収益３７３億３８百万円（前年同期比５.６％減）、営業利益３０億５
３百万円（前年同期比４１.３％減）となりました。 
 ㈱サークルＫサンクスにおいては、女性層やシニア層をはじめとした客層の拡大を目指し、アイラン
ドチルドケースや冷凍平台ケースの導入を進め、既存店のミニスーパー化を図りました。また、店内調
理の揚げたて惣菜「ごちそうデリカ」や「淹れたてコーヒー」の販売強化などに努めました。しかしな
がら、競争環境の激化により既存店売上高が前年を下回ったため、営業収益は減少しました。営業費用
は、既設店の政策的なリニューアル費用は増加しましたが、自営店関連経費を中心に削減に取り組んだ
結果、３４２億８５百万円（前年同期比０．２％減）となりました。 
 当四半期末店舗数は出店１０６店舗、閉店６０店舗により５，７８１店舗となりました。なお、非連
結のエリアフランチャイザーを含む合計店舗数は６，２８９店舗となりました。 

  
＜専門店＞ 
 専門店の営業収益は１５３億４７百万円（前年同期比８．４％減）、営業損失４億５５百万円（前年
同期は営業損失３億２１百万円）となりました。 

１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明
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 ㈱さが美においては、きもの事業において４０周年特別企画の優良顧客向け展示販売会がお客様に大
変好評で会場契約高が計画を大幅に上回り、店舗展開の４０周年記念商品もヒットするなど、好調に推
移し、荒利益率も改善しております。既存店売上高は前年同期比１．２％減となりましたが、販売契約
高の既存店前年同期比は１．２％増となり、今後納品が進むことにより、売上高も改善してくると予想
しております。ホームファッション事業においては、前年に比較し店舗数が１２店減少したことに加
え、既存店においても客数減少により売上高は減少しております。また、前年１０月に㈱九州さが美を
売却したことによる１５店舗減少の影響などもあり、営業収益４５億４７百万円（前年同期比１１．
４％減）、営業損失６億５３百万円（前年同期は営業損失６億３５百万円）となりました。当四半期末
店舗数は出店１店舗、閉店２店舗により２６９店舗となりました。 
 ㈱パレモにおいては、郊外主力事業のマーチャンダイジング強化ならびに、独自の商品企画開発の強
化を目的とした直接貿易の拡大等により、収益性の向上に取り組み、売上総利益率は０．８％改善の５
４．２％となりました。既存店売上高は、春物商品は気温上昇が早く堅調に推移しましたが、その後の
気候の影響により夏物の立ち上がりに遅れが見られ、前年同期比４．９％減となりました。その結果、
営業収益は９５億円（前年同期比７．９％減）、営業利益は１億６５百万円（前年同期比４２．３％
減）となりました。当四半期末店舗数は、出店２２店舗、閉店１９店舗により７８９店舗となりまし
た。 
  
＜金融＞ 
 金融の営業収益は４２億４５百万円（前年同期比２．２％増）、営業利益８億６２百万円（前年同期
比６．４％増）となりました。 
 ㈱ＵＣＳにおいては、カード事業において包括信用購入あっせんはグループ営業企画等の好調や請求
単価の増加、カード稼働率の向上などにより好調に推移しておりますが、融資は取扱高に改善の兆しが
見られたものの、営業貸付金残高が減少し、厳しい状況が続いております。保険リース事業においては
販売体制の強化や保険ショップの営業力強化により堅調に推移するとともに、車両リース契約数の増加
などもあり、好調に推移しております。 
 当セグメントの営業費用は、延滞債権残高の減少等により貸倒関連費用は減少しましたが、包括信用
購入あっせん取扱高の好調によりポイント費用等が増加し、３３億８３百万円（前年同期比１．２％
増）となりました。 
  
＜その他＞ 
 その他の事業の営業収益は４９億３４百万円（前年同期比３．６％増）、営業利益２億３５百万円
（前年同期比６６．９％増）となりました。 
 その他の事業は、当社グループ内のサービス会社としてコスト削減を行いつつ、当社グループ外への
事業拡大に努めました結果、増収増益となりました。 

  

財政状態の変動状況 
 当第１四半期末における総資産は８,５９３億６４百万円となり、前連結会計年度末に比べて２７０
億４３百万円増加しました。これは主に、投資有価証券及び土地の増加によるものです。 
 また有利子負債は、前連結会計年度末に比べて１１０億３６百万円増加し、２,７０６億２６百万円
になりました。 
 純資産の当第１四半期末残高は３,０６０億３３百万円となり、この結果、自己資本比率は３４．
５％となりました。 

  

 平成25年４月８日公表の第２四半期（累計）及び通期の連結業績予想に変更はありません。 

  

（２）財政状態に関する説明

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

ユニーグループ・ホールディングス㈱(8270) 平成26年2月期 第1四半期決算短信〔日本基準〕

－3－



当社は平成25年２月21日をもって純粋持株会社体制へ移行し、同日付で当社の営む一切の事業（ただ
し、当社がその株式を保有する会社の事業活動に対する支配・管理及びグループ運営に関する事業を除
く。）をユニーグループ・ホールディングス株式会社（同日付で「ユニー株式会社」に商号変更。）に
承継する吸収分割を行いました。これにより、同社は重要性が増したため、当第１四半期連結累計期間
より連結の範囲に含めております。 
  

  該当事項はありません。 
  

 （会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更） 
当社及び国内連結子会社は、法人税法の改正に伴い、当第１四半期連結会計期間の期首以後に取得し

た有形固定資産について、改正後の法人税法に基づく減価償却方法に変更しております。 
 なお、この変更による四半期連結財務諸表に与える影響は軽微であります。 

２．サマリー情報(注記事項)に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示
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３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

(単位：百万円)

前連結会計年度 
(平成25年２月20日) 

当第１四半期連結会計期間 
(平成25年５月20日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 8,757 11,881

受取手形及び売掛金 78,689 79,776

商品 45,858 49,947

短期貸付金 17,341 17,047

繰延税金資産 2,974 4,604

その他 50,053 56,049

貸倒引当金 △3,011 △2,948

流動資産合計 200,662 216,357

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 207,808 206,127

工具、器具及び備品（純額） 8,527 8,869

土地 195,653 202,063

リース資産（純額） 31,110 31,838

建設仮勘定 3,505 5,302

その他（純額） 3,781 3,938

有形固定資産合計 450,386 458,139

無形固定資産   

のれん 9,075 8,695

その他 19,267 19,052

無形固定資産合計 28,342 27,747

投資その他の資産   

投資有価証券 19,458 23,875

長期貸付金 1,198 1,209

繰延税金資産 15,422 15,754

差入保証金 100,150 98,684

その他 18,157 19,099

貸倒引当金 △1,457 △1,503

投資その他の資産合計 152,929 157,120

固定資産合計 631,659 643,007

資産合計 832,321 859,364
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(単位：百万円)

前連結会計年度 
(平成25年２月20日) 

当第１四半期連結会計期間 
(平成25年５月20日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 85,185 92,417

短期借入金 4,452 11,834

1年内返済予定の長期借入金 63,938 43,968

コマーシャル・ペーパー 36,000 35,000

未払金 39,686 35,110

未払法人税等 4,924 3,749

役員賞与引当金 123 51

賞与引当金 3,895 5,977

ポイント引当金 1,238 1,923

その他 64,905 74,987

流動負債合計 304,349 305,020

固定負債   

長期借入金 137,421 161,321

リース債務 13,088 13,486

繰延税金負債 821 1,991

再評価に係る繰延税金負債 74 74

退職給付引当金 1,259 1,261

利息返還損失引当金 2,179 1,952

負ののれん 449 253

長期預り保証金 52,051 51,625

資産除去債務 13,452 13,888

その他 2,819 2,455

固定負債合計 223,617 248,310

負債合計 527,967 553,331

純資産の部   

株主資本   

資本金 22,187 22,187

資本剰余金 70,883 70,883

利益剰余金 201,068 200,427

自己株式 △1,258 △1,258

株主資本合計 292,881 292,240

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 3,238 5,349

繰延ヘッジ損益 303 334

土地再評価差額金 △304 △304

為替換算調整勘定 △1,387 △980

その他の包括利益累計額合計 1,849 4,398

少数株主持分 9,623 9,394

純資産合計 304,354 306,033

負債純資産合計 832,321 859,364
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 
 四半期連結損益計算書
 第１四半期連結累計期間 

(単位：百万円)

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成24年２月21日 
 至 平成24年５月20日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成25年２月21日 
 至 平成25年５月20日) 

売上高 209,174 203,976

売上原価 153,090 149,714

売上総利益 56,084 54,262

営業収入   

不動産収入 10,216 10,346

手数料収入 32,620 32,058

営業収入合計 42,836 42,405

営業総利益 98,920 96,667

販売費及び一般管理費   

ポイント引当金繰入額 686 1,045

貸倒引当金繰入額 51 116

給料及び手当 25,031 24,399

賞与引当金繰入額 3,312 3,062

退職給付引当金繰入額 1,233 902

利息返還損失引当金繰入額 381 93

賃借料 21,404 21,406

減価償却費 7,389 7,858

その他 29,661 30,927

販売費及び一般管理費合計 89,152 89,813

営業利益 9,767 6,854

営業外収益   

受取利息 207 192

受取配当金 111 177

負ののれん償却額 196 195

持分法による投資利益 267 －

受取補償金 64 86

テナント内装工事負担金 1 －

その他 261 153

営業外収益合計 1,111 806

営業外費用   

支払利息 952 687

持分法による投資損失 － 22

貸倒引当金繰入額 － 73

支払補償費 106 193

その他 313 166

営業外費用合計 1,372 1,142

経常利益 9,506 6,517
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(単位：百万円)

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成24年２月21日 
 至 平成24年５月20日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成25年２月21日 
 至 平成25年５月20日) 

特別利益   

固定資産売却益 56 19

投資有価証券売却益 － 386

負ののれん発生益 16,471 －

その他 54 2

特別利益合計 16,581 409

特別損失   

固定資産処分損 324 161

減損損失 2,328 2,967

投資有価証券評価損 376 13

その他 41 5

特別損失合計 3,070 3,148

税金等調整前四半期純利益 23,018 3,778

法人税、住民税及び事業税 2,126 3,459

法人税等調整額 △133 △1,897

法人税等合計 1,993 1,561

少数株主損益調整前四半期純利益 21,024 2,216

少数株主利益又は少数株主損失（△） 377 △175

四半期純利益 20,647 2,392
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 四半期連結包括利益計算書 
 第１四半期連結累計期間 

(単位：百万円)

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成24年２月21日 
 至 平成24年５月20日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成25年２月21日 
 至 平成25年５月20日) 

少数株主損益調整前四半期純利益 21,024 2,216

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △552 2,030

繰延ヘッジ損益 △64 31

為替換算調整勘定 106 406

持分法適用会社に対する持分相当額 △3 103

その他の包括利益合計 △514 2,571

四半期包括利益 20,510 4,788

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 20,171 4,941

少数株主に係る四半期包括利益 339 △152
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該当事項はありません。 

  

該当事項はありません。 

  

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間（自 平成24年２月21日 至 平成24年５月20日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 
（単位：百万円） 

 
（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、警備・清掃・保守業務、

リフォーム・リペア事業、不動産事業等を含んでおります。 

２．セグメント利益又は損失（△）の調整額は、セグメント間取引消去等であります。 

３．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

４．営業収益は、売上高及び営業収入の合計額であります。 

  

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

（固定資産に係る重要な減損損失） 

「コンビニエンスストア」セグメントにおいて、土地の時価下落が著しい店舗及び閉店が予定さ

れている店舗、営業活動から生じる損益が継続してマイナスである店舗について、2,227百万円の

減損損失を計上しております。 

（重要な負ののれん発生益） 

「コンビニエンスストア」セグメントにおいて、連結子会社の株式会社サークルＫサンクスの株

式を公開買付けにより取得したことに伴い、16,398百万円の負ののれん発生益を計上しておりま

す。 

  

（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

 

総合小
売業

コンビニ
エンスス
トア

専門店 金融
その他
（注）1

合計
調整額

(注)2

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）3

営業収益     
(1) 外部顧客に対

する営業収益
191,436 39,564 16,750 3,347 912 252,011 － 252,011

(2) セグメント間の
内部営業収益又
は振替高

553 1 2 806 3,849 5,213 △5,213 -

計 191,990 39,566 16,752 4,153 4,761 257,224 △5,213 252,011

セグメント利益又
は損失（△）

 3,936 5,203 △321 809 141 9,769 △2 9,767
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Ⅱ 当第１四半期連結累計期間（自 平成25年２月21日 至 平成25年５月20日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 
（単位：百万円） 

 
（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、警備・清掃・保守業務、

リフォーム・リペア事業、不動産事業等を含んでおります。 

２．セグメント利益又は損失（△）の調整額は、セグメント間取引消去及び全社費用であります。 

３．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

４．営業収益は、売上高及び営業収入の合計額であります。 

  

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

（固定資産に係る重要な減損損失） 

「総合小売業」セグメントにおいて、閉店が予定されている店舗について、567百万円の減損損

失を計上しております。 

また、「コンビニエンスストア」セグメントにおいて、土地の時価下落が著しい店舗及び閉店が

予定されている店舗、営業活動から生じる損益が継続してマイナスである店舗について、2,388百

万円の減損損失を計上しております。 

  

 

総合小
売業

コンビニ
エンスス
トア

専門店 金融
その他
（注）1

合計
調整額

(注)2,3

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）4

営業収益     
(1) 外部顧客に対

する営業収益
189,275 37,337 15,344 3,384 1,039 246,382 － 246,382

(2) セグメント間の
内部営業収益又
は振替高

532 1 2 860 3,895 5,292 △5,292 -

計 189,808 37,338 15,347 4,245 4,934 251,674 △5,292 246,382

セグメント利益又
は損失（△）

 3,242 3,053 △455 862 235 6,937 △82 6,854
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当社は、平成25年６月20日開催の取締役会において、㈱ナガイの発行済普通株式における議決権を有す

る株式の全部を取得し当社の完全子会社とすることを決議し、㈱ナガイは平成25年６月27日開催の定時株

主総会において、発行済普通株式における議決権を有する株式の全部を当社に譲渡することを決議いたし

ました。 

１． 企業結合の概要 

（１） 被取得企業の名称及び事業の内容 

被取得企業の名称：㈱ナガイ 

主な事業内容  ：惣菜、米飯等の製造・スーパーマーケットの運営及びこれらの物流業務 

（２） 企業結合を行う主な理由 

当社は、平成25年２月21日にユニーグループの純粋持株会社として発足し、総合小売業を行うユ

ニー㈱及びコンビニエンスストア事業を行う㈱サークルＫサンクス並びにそれらの関連事業を行う

事業会社を傘下に持っています。一方、㈱ナガイは㈱サークルＫサンクスの主要取引先で、コンビ

ニエンスストアの「サークルＫ」及び「サンクス」向けに米飯等の商品を製造・納品するベンダー

です。 

今回、両社の成長戦略が一致し、当社が㈱ナガイの発行済普通株式における議決権を有する株式

の全部を取得することにより、完全子会社化し、㈱ナガイをユニーグループに迎えることで、ユニ

ーグループの商品製造拠点として、より強固な関係を築き、より良い商品を提供していきます。 

今後、ナガイは「サークルＫ」及び「サンクス」への商品供給に加えて、ユニーグループへ商品

供給し、当社はユニーグループの企業価値向上に努めてまいります。 

（３） 企業結合日 

平成25年８月末日（予定） 

（４） 企業結合の法的形式 

株式取得 

（５） 結合後企業の名称 

㈱ナガイ 

（６） 取得する議決権比率 

100％ 

（７） 取得企業を決定するに至った主な根拠 

当社が現金を対価とする株式の取得により、㈱ナガイの議決権の100％を取得するためでありま

す。 

２．被取得企業の取得原価及びその内訳 

取得金額については、第三者機関の算定結果を参考にした金額にて取得する予定であります。な

お、取得に直接要する費用は、現時点では確定しておりません。  

３．発生したのれんの金額、発生原因、償却方法及び償却期間 

のれんの金額等は、被取得企業の取得原価等が確定した後に算定する予定であります。 

（重要な後発事象）
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